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プラズマ・核融合学会誌編集委員会

つい先日，初めての企画提案を
終えました．〆切が迫ってきた夏

前から少しネタを考え始め，何かちょっと変わったこと
でも企画してやろう，なんて最初は思ったもののやはり
上手くはいかないのが常です．学会誌には先人の築き上
げた「型」があり（ホームページ上ではジャンルとあり
ます），編集委員はそのどれかを担当します．そして歴代
の執筆者の方々はその枠内で素晴らしい記事を書かれて
います．こうなると型破りな内容はかなりの勇気を持た
ないと提案しづらい訳です．例えばですが，「手書きの講
義ノート集」とか「袋とじ」とかを思いついても，とて
も恥ずかしくて提案できない．編集委員会で大スベリす
ることを恐れた私は，型通りの企画を提案することに決
めたのでした．

一方で過去には毛色の違った記事もあるもので，例え
ば「プラズマ・核融合科学者として君たちはどう生きるか」
という“講座”を見つけることができます．ちょっと型
破りかも，と思わせるタイトルです．しかしどうやらこ
の連載は未完に終わっているようで，最後の方の記事は
見当たらない．読者の皆様も気になっておられたでしょ
うか．そこで真相を企画担当者に尋ねてみますと，「いや，
完結している」とのこと．謎は深まりますが，記事がな
いのも「メッセージ」らしい．そう言われると考えさせ
られるような気もします．（人によって解釈が相当変わり
そうですが，）例えるなら，最前線で金脈を掘っている人
にレポートを書く時間なんてないよな…なんて思ったり
して．道を切り拓くには「型」を破る人がきっと必要な
のです．� （恩地拓己）




